



















この豪雨は気象庁により 「平成 30年 7月豪雨」と名付
けられた。この災害による全国での死者 ・行方不明者は
237名 。にのぼるが、特に岡山県 （66名）、 広島県 （115
名）、 愛媛県 （31名）における被害が大きくなってい
る。近年に発生した水害の中では最大規模の災害となっ






































14時一14時40分 情報・避難・災害対応 矢守克也 ・
竹之内健介




















15 : 00 2018年7月豪雨の総観場予測可能性 O吉田聡
15 : 15 西日本全体を支持是にした平成30年7月豪雨の
降雨流出角特庁 O佐山敬洋・近者敦彦・賓馨 ・角哲也
15 : 45 2018年7月に広島市安芸区矢野東で発生した土
砂災害の鞘敷 O竹樹羊史 ・藤田正治
16: 00 西日本豪雨における宍粟市の流木被害 O岡
本隆明・山上路生 ・角哲也・佐山敬洋
16 : 15 Infh悶悶ofGatesO畑町on血巳日αxiInundation S回l巳
of July 2018 in白 Town. 0Hennan MUSUMARI • I両ime



































4) 消防庁応急対策室、平成 29年 6月 30日からの梅雨
前線に伴う大雨及び台風第3号 の被害状況及び消防
機関等の対応状況等について （第 75報） 、平成 30
年2月22日16時00分
Summary of the Research Activites by DPRI, Kyoto University 
NorioMAKI 
This is the swnmary of research activites by Disaster Prevention Research Institute, Kyoto University 
responding to the 2018 western Japan heavy rain fal. 
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